
活 用 事 例 
２ ３ 昼休みに地震・津波が発生した場合の二次避難場所までの避難訓練 

【特色】地震・津波対応避難訓練の三段階での実施（通常・ブラインド方式・二次避難） 

学 校 名 周防大島町立島中小学校 

日 時 平成２５年２月１９日（火） １３：１５～１４：００            

場 所 日良居住宅団地上高台 参 加 者 児童・教職員 

 

１ 訓練のねらい 

 

(1)  地震発生及び津波の襲来に際して、児童が各自で判断し安全迅速に避難できるようにする。 

 (2)  安全迅速に避難するための知識、技能、態度を身に付けることができるようにする。 

 

２ 昨年度の訓練の概要 

本校の敷地は、海岸から５０ｍ以内の場所にある。町の高潮ハザードマップによると、高潮

が起きた場合、２ｍから５ｍの浸水が想定される区域である。そこで、高潮や津波の襲来を想

定した避難訓練を計画的・段階的に実施することが必要であると考えた。 

 

 

 

   (1)  内容 

        ・予告して訓練を実施する。 

       ・第１次避難場所に学級ごとに移動し、人員を確認後、 

     第２次避難場所に並んで避難する。 

  (2)  成果と課題 

        ・第１次、第２次避難場所を設定し、地震・津波対応の 

     避難の手順や役割について教職員間で共通理解を図る 

     ことができた。 

        ・児童に避難場所や避難方法について知らせ、短い時間で全員が避難することができた。 

        ・より実際的な訓練を想定し、緊迫感のある訓練にする必要がある。 

 

 

 

  (1)  内容 

        ・避難訓練の日付は知らせるが、時刻は予告しないで訓 

     練を実施する。 

        ・休み時間に実施し、各自で第１次避難場所に避難した後、 

     全員で並んで第２次避難場所に避難する。 

 (2)  成果と課題 

        ・休み時間に実施したため、児童が各自で判断して行動 

     する場面を設定することができ、これまでとは違った 

     緊迫感のある訓練を実施することができた。 

        ・次回は、第２次避難場所に各自で直接避難する訓練を実施するとよい。 

 

３ 本年度の訓練の概要 

 １ 本年度の訓練の内容 

   ・昼休みに地震が発生。津波警報発令によって、各自で第２次避難場所に直接避難する。 

・児童への予告を行わずに実施する。 

第１回避難訓練（地震・津波対応） 

第２回避難訓練（地震・津波対応） 



 ２  避難の実施手順と役割分担 

  (1)  校内放送（ハンドマイク使用） 

「先ほど南海沖で大きな地震があり、津波警報が発令されました。児童の皆さんは、近くにい 

る先生の指示に従って避難してください。避難場所は、白いガードレールのある場所です。」 

  (2)  放送後の先生方の動き 
       校 長・・・国道の横断歩道に直行、先頭の児童を避難場所に誘導する。 
          ※ 児童名簿、携帯電話持参 
       Ａ教諭・・・国道の横断歩道に直行、児童を安全に横断させる。 

       教 頭・・・門を開け、学校前の横断歩道で児童を安全に横断させる。※ 携帯電話持参 

                  Ｃ教諭到着後交代。校内の見回り、児童への声かけ。校舎内の最終チェック。 

       Ｂ教諭・・・校舎内（１・２階）を見回り、校舎内の児童を避難場所へ誘導する。 

       Ｃ教諭・・・放送後、運動場で大声で誘導。学校前の横断歩道で児童を安全に横断させる。 

       Ｄ教諭、Ｅ支援員、Ｆ支援員・・・近くにいる児童を避難場所へ誘導する。 

       Ｇ教諭・・・なかよし学級の２人を確認し、２人を避難場所へ誘導する。 

       養護教諭・・・必要な救護道具を準備し、保健室在室の児童を避難場所へ誘導する。 

       事務職員・・・職員室に待機して情報収集を行い、最後に教頭と校舎から出る。 

           ※ 携帯電話 ラジオ持参   ※ 訓練の場合は、その後職員室へ 

    教頭、Ｃ教諭・・・学校前横断歩道で待機。校長と電話連絡で全員の避難を確認する。 

                        確認後、国道横断歩道のＡ教諭と合流し、避難場所へ移動する。 

   (3)  第２次避難場所（日良居住宅団地上高台）に避難・整列 

      ①  避難経路 

         ・校舎の破損等の危険が予測される場合は、できるだけ早く校舎から離れるように安全 

      な経路を選択する。 

        ・児童玄関側屋根は倒壊の危険性が高いので避ける。 

    ② 服装等 

・校舎内にいた児童は上ばきのまま避難する。赤白ぼうしをかぶる。 

      ③ 避難場所まで 

・安全な道路横断について十分に配慮し、かけ足で避難する。 

④  人員確認・人員報告 

          ・校長は教頭に電話連絡をする。 

    ⑤ 全教職員、全児童の避難完了 

      ⑥  校長先生の話 

 

４ 訓練の成果と課題 

【成果】 

  ◇ 地震発生・津波襲来を想定した避難訓練を３回実施したことにより、児童は津波に対する

避難方法を段階的に身に付けることができた。 

  ◇ 予告しないで休み時間に避難訓練を実施したり、各自で第２次避難場所に避難したりする

等、実際の災害に対応した訓練を行うことによって、児童、教職員共に緊迫感をもった訓練

を行うことができた。特に指示をしたわけではなかったが、坂道を駆け上がるとき、高学年

の児童が低学年の児童の手を引き、気遣いながら避難する姿が見られた。 

  ◇ 避難訓練を繰り返すことを通して、教職員の危機管理意識を高めることができた。 

 

【課題】 

   ◆ 教職員の役割や時間帯を変える等、様々な想定で避難訓練を実施することによって、実際

の災害への対応力を高める。 

   ◆ 隣接している保育園との合同避難訓練や地域の防災訓練と連携した避難訓練を実施するこ

とにより、地域での防災意識の向上を図る。 

   ◆ 第２次避難場所から地域の避難場所への移動、保護者への引き渡し等、実際に災害が起き

たことを想定した避難訓練を実施する。 


